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飛鳥は東西1キ ロメー トル、南北2.5キロメー トルの狭 い小盆地で、飛鳥寺 はそのほぼ中央に、
倭京の最初の時期の6世紀末か ら7世紀初に建立された。「日本書紀」 と発掘調査の成果によれば、










た。漏刻台の建設は倭京における官人 ・庶人の集住が一定程度に達 したことを しめす。
飛鳥寺の西には大槻(け やき)を 申心 とす る広場があり、「日本書紀」の7世 紀半 ばか ら末にか
けてしばしば見える。日本古代において槻を神の依代 として祭る斎槻信仰があり、飛鳥寺西の槻 も
この斎槻で、その広場は夷狭の服属儀礼などが行われる神聖な場であった。また飛鳥の東南方の多





散在的に所在 し、藤原宮以降のように宮室 と官の施設が集中する 「宮城」は成立 していなかった。
第2章 飛鳥の漏刻台 と時刻制の成立
飛鳥の水落遺跡が、660年に造 られた日本最古の漏刻台遺構であることを論証 し、それをめ ぐっ
て日本における時刻制の成立の過程 と意義について考察 した。 日本において時刻制は、暦の本格的
に施行された推古朝を受けて、次の静明朝の636年ごろ導入が意図されたが、`使用 した時計 が日時
















第2部 平 城 京
第1章 平城宮大極殿朝堂考
平城宮跡には大極殿 ・朝堂跡と推定される地区が、宮の中央の朱雀門中軸線上の地区(中 央区)
と、その東の壬生門中軸線上の地区(東 区)の2つ がある。第1・ 第2章 はこの2地区の大極殿 ・
朝堂の変遷 とその歴史的意義を明 らかにしようとするものである。大極殿 ・朝堂は天皇と臣下が会




という、いわゆる第一次 。第二次大極殿 ・朝堂説にのっとって考察 し、次の点を主張 した。α)中央
区に和銅創建の大極殿 ・朝堂があ り、東区には721年に始まる宮内改作によって大極殿 ・朝堂が造
営 された。東区の大極殿 ・朝堂の造営は、首皇太子(聖 武天皇)の 即位をめざして行われた。(2)東









神亀前後に上層遺構の礎石建物群に立て替えられた。下層 ・上層遺構 とも藤原宮に始まる大極殿 と
十二朝堂の建物配置である。(2)和銅か ら74q年の恭仁京遷都 まで中央区が大極殿 ・朝堂 と称 され、
745年の平城京還都か ら東区が大極殿 ・朝堂 と称されるようになる。中央区北地区は奈良時代前半
に内部に大極殿を置きながら地区全体は中宮と呼ばれ、また東区の十二堂 は和銅当初から朝堂 と呼
ばれた。(3)和銅当初からの中央区・東区の併存を、各地区の施設の機能の分担の視点か ら解釈 した。
奈良時代前半には、中央区の北地区(中 宮=大 極殿 ・朝庭)は 即位 ・朝賀などの儀式、南地区の四
朝堂 は饗宴、東区 は朝政 ・告朔などの政務の場、すなわち中央区は非日常的な 「ハレ」の場、東区
は日常的な 「ケ」の場であり、745年以降の奈良時代後半には、東区は儀式 ・政務、中央区南地区










と紙背文書との関係か ら、市指図の作成年代を天平初から天平感宝元年(749)までの間 と推定 し
た。市指図の描き方の検討と、市の場所を示す六字の 「市」のうち二字が墨抹 されていることから、
市の所在地は、東市は左京八条三坊、西市 は右京八条二坊の、それぞれ五 ・六 ・十一 ・十二坪の四
坪であると考え、それまでの五 ・六 ・七 ・十 ・十一 ・十二坪の六坪説の誤 りを正 した。
第4章 平城京の朱雀大路




の邸宅の門を開 くことが規制されていた。朱雀大路の景観は大空閑地帯 とでも言 うべきものであっ
た』朱雀大路は築垣の修理、街路樹の管理、溝の掃除 ・掘削などを、一般大路と異な「って官の手で
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における大王か ら天皇への称号の改変、即位儀式の整備に対応 し、また歴代遷宮か ら恒久的な宮城
の成立に伴 って設けられた。条坊制都城は倭京 ・難波京では成立 していず、藤原京にいたって成立
した。
藤原京は最初の律令制都城として未成熟な面があり、次の平城京で完成 した形態をとる。平城京
の面積は藤原京の約3,5倍で規模が飛躍的に拡大 し、長岡京 ・平安京にほぼ継承 される。大極殿 ・
朝堂については、北に大極殿 ・朝庭、南に四朝堂を配する新 しい構造の中央区と、大極殿 ・十二朝
堂の伝統的構造の東区が併存 し、中央区で儀式 ・饗宴、東区で政務を行い、機能を分担する。中央
区 ・東区の併存は、中央区における新構造の大極殿 ・朝堂の創出によって起 こったが、これは大宝
令による即位 ・朝賀などの儀式の完成を宮城の造営に具現化したものである。 こうして平城京 にお
いて律令制都城が完成する。
長岡宮にいたって、内裏が大極殿から離れることとなり、大極殿は内裏 との関係がなくなり、朝











それを担当 した造宮官司の検討か ら考察 したものである。このほぼ1世紀の時代は平城 ・恭仁 ・長




























12世紀初に編纂 された 「掌中歴」のなかに見出 した、平安京の造営に関する延暦13年(794)造
京式の史料的信愚性を確かめ、平安京の造営に関する興味深い事実を明 らかにした。延暦13年造京
式は元来970年に編纂された 「口遊」に引用されていたもので、 さらに内容的な検討か らも史料的
信愚性が確かめられる。 この造京式は平安京の完成に当たって、その条坊、道路、築垣、溝などの
規模を記 したもので、平安京遷都の祝賀行事の中で天皇に貢奏された。
同式は、平安京の復原の基礎史料である 「延喜式」左右京職式の条文の基 になった ものであり、
また他の史料に見えない平安京の造営を担当 した造宮使の官人の名を記録 している点でも貴重な史
料である。
論 文 審 査 結 果 の 概 要
本論文は、7世 紀か ら9世紀までの日本古代の宮都に関する研究である。3部 全11章か ら構成さ
れているQ
第1部 は、7世 紀の飛鳥の宮都についての研究である。第1章 「飛鳥の須彌山 と斎槻」 は、'592










第2部 は、8世 紀の平城京、平城宮の構造を取り上げる。第1章 「平城宮大極殿朝堂考」、第2




創建の大極殿 ・朝堂を中央区の遺構 に比定 し、その後の721年に聖武即位をあざして始 まる宮内改
作で東区に大極殿 ・朝堂が造営された。②その後中央区は中宮一朝堂と呼ばれ、平安宮の豊楽院の
原型 となった、と論 じる。第2章 はその後の発掘調査の成果である発掘層位の比較検討などを通じ、
中央区、東区の施設が併存すること、そして(1)下層 ・上層遺構とも藤原宮に始まる大極殿と十二朝
堂の建物配置である。(2}和銅か ら740年の恭仁京遷都まで中央区が大極殿 。朝堂 と呼称 され、平城










第3部 は、古代宮都の諸問題について論 じる。第1章 「律令制都城の成立と展開」は、内裏、大
極殿 ・朝堂の宮室中枢部 と条坊制都城の二っの問題を中心にして、律令制都城の成立、完成、展開
の過程を明らかにし、さらに律令国家にとっての都城の意義を考察する。第2章 「八世紀造宮官司
考」 は、宮都の造営と改作の事業を、それを担当した造宮官司の検討を通 して考察する。第3章
「長岡宮宮城門号考」は、長岡宮 ・平安京の宮城門の門号を考定したものである。三代の式の十二
の宮城門号の配置を考定し、弘仁式の門が長岡京、貞観式が創建期の平安京、延喜式が同京の818
年以降の宮城門号であるとした。第4章 「平安京の造京式」は、12世紀初に編纂された 「掌中歴」
にみる平安京造営に関する延喜13年造京式を、その史料的信愚性を確かめた上で、造宮使の任命官
人を明 らかにし、平安京造営に当たって京の内容を記 した造京式が作成され、遷都後の祝賀行事で
貢奏されたことなどを明 らかにしている。
本論文は、日本書紀 ・律令など古代文献史料を基本に、彪大な最新の古代宮都の考古学調査史料
を縦横に駆使 して古代宮都の基本問題を解明した体系的論述となっている。論述に当たっては、先
行研究を逐一検討 して問題点を明確にし、文献と考古資料を博捜して複雑な問題を解明し、多 くの
新たな知見を提出している。その研究成果は他の追随を許さぬものがあり、斯界の学問的発展に寄
与するところきわめて大 きい。
よって本論文の提出者は、博士(文 学)の 学位を授与されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。
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